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A 90 　　しいr丿中・血屡ヱ昇押制作用成分
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〔日本家政学会

　a的　血漿コレステロール低下作用を肩するしいにヽすの水緩ぬ褒に, －虹ﾇx.自だ発表ラ

ツト(SHR)の血ﾉ£ぷ,斗をも抑制ずる勣呆のある2 とμ報告さ此てぃる. 幕血層･ﾕ脳今中

のずー･・ゑ険因?r であリ. 発症子咳のためにば日串の准生H咲春にようのμ最i ダましい

i: o僕よう･恢々ぼレI' fC '押の紅圧よそ仰制作用'i発揮わ和知ま求を行r/-7 rく.

　方法　中販乾燥しいりｱの水凝出ヽ娩を戦戸濃瘍しK追．エタノ一･レ可ル印kAm･erlite

ｴR-120，IK-45 のイオン交痍樹脂カラムクロマトダクフィ冷ゑを,行っre, とみrれ審公砂

, 吸封Pに禽画レ，柚昧爽を倉むぷ£かを鯖験琳牡しre．釘li2ia>めs収を｜群＆

頭ずっぶ群にかｱ，申販澗封弓舛乙

り

鳶班伎しre. 心配^群水.授'卜に切り媛え．虹Ji-<n勧向を.鯛ぺ■fc. は験})さらに水

坑口｀,飼れ被り（欽わてレrゴヽ･血･/£／)よそもいいプラト一に速すいt', zS巡

冷・時IC 1群loliずっに群到し町:おし．翁粍のうちの33、灘にっさ検托重ねK.哭験z)

　錆栗　芙験・，zti，永投}り象丿紅ふ画肩｀Ilk%トが本に肩鳶恥まそくUpヽつre･

実城＼ らU我最期のreめ，対象の水政与群・血鳶'lL昇しにのに比べ゛，レいrひｱ水遍照液

及v市吸ら軋次,ぐ酸作ら卿て血ﾉい=^抑刺効気μ絡めらよ．隷却叫タ｀り水剥げ

切り疾i,i,"(-,　I 巡胡i'七肝<n 弧£･功意･表μμなっに．失験z z>i，水攻与即ヽ血鳶

ほはiト良^値を恚しに白こ対レ，か-t＆奪に明ら齢n血層砥f作用μ認M)られ，産群水

に切ソ乖乙うし実鋏卜f＼非I 巡閲でふ群間の虹ﾉi.り鳶ヽTf左atii-めらおnくTみに．

A 91
血圧と生体におよぱす塩化カリウムとグリジンアフイド塩酸塩の影響
名古屋女大家攻　　　　<^膏ホみか，池原命子

　目的　食塩(μCえ)は高血圧を誘発し，促進さｾﾆi>EL面, カリウム(K)は･それを抑制するとい

う報告があi,.私共はぽ辺とu戈を自然差症高血圧々．･陥mi.こ局涸間殺与した場合の血

圧と生育におよぽす影響にフいi梁･食営会r発表したヵぐ，ヤ回は2%'Kび左S既とVltstir系ラヅ

トに設与し仁場合の血圧と生体/＼ク)影響をみるとと,もに系捷を専にt るﾗｯﾄの農類に対す

る反応の翻異を比軌した．^たブソシンアマイド塩酸叡.i＼-H淘は食堪の一衿－庚坤として

最近米国で開発ヤれているが，々の血正降下作用左.勿検討すi> zとを目的としf'．

　方貳　)SHRとWiJtorヽ系韓ラ･・ﾄ６匹ずっをl群とレ，生後7息より水の代'川こ2%K(Ji i.tk.

匁し支後ヌ)涸まび飼育した. その開教水量と体重およK血圧の経時的変<＼Lをしらべ:＼ 死と

ラ，トはm. 腎，肝，牌およｙに心臓'.(^組織雄本を作成し, 病理学的吏ｲ乙乞験索レた．i)

釧Rに食塩水.包殺ふして高血圧を.発症？■t.た後U-μClを殺与して降圧作用£しらべた.

　結果　りS収の2%K腿殺ふ£は生後妬盈縫夏時に6頭中千頭死亡し，VWs叫ヽ系ラ，卜は・頭

生路した。SHR, Wrstlr系ﾌ将乙各ぼU叉投与Ｅに比レi存率は良好であ・r-. i詐ば和摂

取量と尿量は生倹^B夏)X降岫s-tar長よりSHRの方が肩竟に多量となリ,氷吽ミネラIレ除メQ､の

排ま量もSHR. は岫sta峰ラヽトのμ心*糖に増加し，ラ，卜の系統によっzK, 叫に対ｵう反愈の*a

蜜tるzと乞認めた，K皿設与による血瓦の降下作用は認め得なか・だがi刎吠え殺与区より

A 電ﾄﾞ価く, また病理偉的汚見は脳，碑，肝組織に着変なく, 心職に不規則な力如心の
散在･二腎瀧細誉の一舒に蚤お円怠を認めた．ユ)ぶかμぴの降圧作用は顕著であリ，例わ『

血圧ユ゜S土心w｀・HaのsH町こ2％い｀Hえを3s 間旅与し払烏合JSユ±1ら・心に低下した．


